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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、金融緩和政策の継続により、為替市場では円安、株式市場では

株高のままに推移しました。また、消費税率が５％から８％に改定されて以降、景気回復に停滞局面が発生していま

す。

 このような経済状況のもとで、当社グループ（当社及び連結子会社）は、収益構造の改善に注力しました。

まず、平成27年７月１日に、連結子会社日本伸銅株式会社は、大阪黄銅株式会社と合併しました。

 次に、平成27年７月９日に、当社100%連結子会社であるサンエツ金属株式会社と、同じく連結子会社日本伸銅株式

会社は、日本伸銅株式会社の伸銅事業の一部である電子素材事業をサンエツ金属株式会社に譲渡することを決議する

とともに、同日付にて事業譲渡契約を締結しました。

 また、平成27年9月18日に、当社100%連結子会社であるサンエツ金属株式会社は、将来の工場建設に備えて、富山

県砺波市にある本社・工場の隣接地約3万平方メートルを購入するため、売買契約を締結しました。

 この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、前期末に、日本伸銅株式会社を連結子会社化したため、売上高は

355億３百万円（前年同四半期比14.0％増加）となったものの、営業利益は銅相場が下落して原料相場差損が発生し

たため９億75百万円（同26.5％減少）となりました。経常利益は原料相場のリスクヘッジのためのデリバティブ評価

益４億45百万円等を営業外収益に計上したため16億99百万円（同25.7％増加）となりました。親会社株主に帰属する

四半期純利益は11億52百万円（同24.5％増加）となりました。

 

 各セグメントの業績は、次のとおりであります。

①伸銅

 伸銅事業では、前期末に日本伸銅株式会社を連結子会社化したため、販売量は４万7,680トン（前年同四半期比

14.0％増加）となりました。売上高は299億84百万円（同18.9％増加）となり、セグメント損益は７億19百万円（同

44.3％減少）のセグメント利益となりました。

②精密部品

 精密部品事業では、前期末に、当社100％連結子会社だった大連三越精密部件有限公司の全持分を譲渡したため、

売上高は18億54百万円（前年同四半期比11.4％減少）となり、セグメント損益は43百万円（同5.9％増加）のセグメ

ント利益となりました。

③配管・鍍金

 配管・鍍金事業では、売上高は36億64百万円（前年同四半期比4.6％減少）となり、セグメント損益は１億36百万

円のセグメント利益（前年同四半期はセグメント損失65百万円）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

(資産)

 当第２四半期連結会計期間末における流動資産は327億22百万円となり、前連結会計年度末に比べ20億98百万円減

少しました。これは主に受取手形及び売掛金が19億77百万円減少したことによるものであります。固定資産は156億

72百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億53百万円減少しました。この結果、資産合計は483億94百万円とな

り、前連結会計年度末に比べ25億52百万円減少しました。

(負債)

 当第２四半期連結会計期間末における流動負債は202億94百万円となり、前連結会計年度末に比べ40億69百万円減

少しました。これは主に未払法人税等が５億19百万円増加したものの、支払手形及び買掛金が19億69百万円、短期借

入金が22億20百万円減少したことによるものであります。固定負債は21億10百万円となり、前連結会計年度末に比べ

３億67百万円減少しました。これは主に長期借入金１億円の減少や、繰延税金負債１億97百万円の減少によるもので

あります。この結果、負債合計は224億４百万円となり、前連結会計年度末に比べ44億36百万円減少しました。

(純資産)

 当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は259億89百万円となり、前連結会計年度末に比べ18億83百万円

増加しました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益が11億52百万円であったことや、シーケー金属株式会

社が保有する当社株式の売却等により、資本剰余金が２億59百万円、非支配株主持分が２億53百万円増加したことに

よるものであります。この結果、自己資本比率は46.4％（前連結会計年度末は40.9％）となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想につきましては、平成27年５月14日の「平成27年3月期 決算短信」で公表いたしました通期の連結

業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

  会計方針の変更

  （企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な

会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持

分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会

計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将

来にわたって適用しております。この変更に伴う影響は軽微であります。

 

  会計上の見積りの変更

  （耐用年数の変更） 

 連結子会社である日本伸銅株式会社は、第１四半期連結会計期間より、機械及び装置の耐用年数を変更しており

ます。

 この変更は、日本伸銅株式会社が連結子会社となったことを契機に、同種かつ同一条件下で使用される機械及び

装置について、経済的使用年数、設備の修繕、更新サイクル等を総合的に勘案し、生産実態に応じた耐用年数に見

直すものであります。

 この変更により、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等

調整前四半期純利益はそれぞれ141百万円減少しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,292 1,565 

受取手形及び売掛金 20,130 18,152 

商品及び製品 4,114 4,153 

仕掛品 4,612 4,740 

原材料及び貯蔵品 3,947 3,090 

繰延税金資産 390 378 

その他 451 744 

貸倒引当金 △117 △104 

流動資産合計 34,820 32,722 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 9,129 9,179 

減価償却累計額 △3,823 △3,950 

建物及び構築物（純額） 5,306 5,229 

機械装置及び運搬具 18,287 18,132 

減価償却累計額 △15,864 △15,947 

機械装置及び運搬具（純額） 2,422 2,185 

土地 6,220 6,194 

建設仮勘定 83 148 

その他 1,294 1,347 

減価償却累計額 △1,051 △1,089 

その他（純額） 243 258 

有形固定資産合計 14,276 14,015 

無形固定資産    

その他 15 17 

無形固定資産合計 15 17 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,550 1,378 

退職給付に係る資産 185 173 

その他 490 381 

貸倒引当金 △391 △294 

投資その他の資産合計 1,834 1,639 

固定資産合計 16,126 15,672 

資産合計 50,947 48,394 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 6,911 4,941 

短期借入金 13,890 11,670 

1年内返済予定の長期借入金 304 227 

未払金 264 237 

未払費用 1,038 886 

未払法人税等 346 865 

賞与引当金 732 763 

設備関係支払手形 444 310 

その他 431 391 

流動負債合計 24,363 20,294 

固定負債    

長期借入金 350 250 

繰延税金負債 789 592 

再評価に係る繰延税金負債 295 295 

引当金 145 98 

退職給付に係る負債 800 806 

その他 95 66 

固定負債合計 2,477 2,110 

負債合計 26,840 22,404 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,756 2,756 

資本剰余金 2,853 3,113 

利益剰余金 15,721 16,827 

自己株式 △1,151 △787 

株主資本合計 20,180 21,910 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 172 46 

繰延ヘッジ損益 － 0 

土地再評価差額金 550 550 

為替換算調整勘定 △22 △21 

退職給付に係る調整累計額 △48 △24 

その他の包括利益累計額合計 651 551 

非支配株主持分 3,274 3,527 

純資産合計 24,106 25,989 

負債純資産合計 50,947 48,394 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 31,153 35,503 

売上原価 28,089 32,675 

売上総利益 3,064 2,828 

販売費及び一般管理費    

荷造及び発送費 455 465 

給料及び手当 406 502 

退職給付費用 9 13 

その他 865 871 

販売費及び一般管理費合計 1,737 1,853 

営業利益 1,326 975 

営業外収益    

受取利息 0 6 

受取配当金 4 16 

デリバティブ評価益 － 445 

その他 248 320 

営業外収益合計 253 789 

営業外費用    

支払利息 21 21 

デリバティブ評価損 170 － 

持分法による投資損失 5 － 

クレーム補償費 2 17 

その他 29 26 

営業外費用合計 228 64 

経常利益 1,351 1,699 

特別利益    

固定資産売却益 1 8 

投資有価証券売却益 1 161 

負ののれん発生益 49 － 

補助金収入 29 66 

特別利益合計 81 236 

特別損失    

固定資産除却損 1 12 

投資有価証券売却損 － 1 

損害賠償金 － 7 

特別損失合計 1 21 

税金等調整前四半期純利益 1,431 1,915 

法人税等 492 604 

四半期純利益 938 1,310 

非支配株主に帰属する四半期純利益 12 158 

親会社株主に帰属する四半期純利益 925 1,152 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益 938 1,310 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 36 △183 

繰延ヘッジ損益 － 0 

為替換算調整勘定 △16 1 

退職給付に係る調整額 0 24 

持分法適用会社に対する持分相当額 4 － 

その他の包括利益合計 24 △157 

四半期包括利益 963 1,153 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 950 1,052 

非支配株主に係る四半期包括利益 12 100 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 1,431 1,915 

減価償却費 496 822 

のれん償却額 8 － 

有形固定資産除却損 1 12 

有形固定資産売却損益（△は益） △1 △8 

投資有価証券売却損益（△は益） △1 △160 

負ののれん発生益 △49 － 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △110 

賞与引当金の増減額（△は減少） 56 30 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 0 3 

環境安全対策引当金増減額（△は減少） △165 △50 

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 115 11 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △194 30 

受取利息及び受取配当金 △5 △22 

支払利息 21 21 

持分法による投資損益（△は益） 5 － 

損害賠償金 － 7 

売上債権の増減額（△は増加） 366 1,984 

たな卸資産の増減額（△は増加） △386 689 

その他の流動資産の増減額（△は増加） 166 △36 

仕入債務の増減額（△は減少） △534 △2,146 

未払消費税等の増減額（△は減少） 46 △49 

デリバティブ評価損益（△は益） 170 △445 

その他の流動負債の増減額（△は減少） △48 41 

その他 92 79 

小計 1,589 2,619 

利息及び配当金の受取額 5 22 

利息の支払額 △21 △21 

損害賠償金の支払額 － △7 

法人税等の支払額 △1,206 △299 

法人税等の還付額 － 202 

営業活動によるキャッシュ・フロー 366 2,516 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △475 △776 

有形固定資産の売却による収入 1 34 

無形固定資産の取得による支出 － △3 

投資有価証券の取得による支出 △25 △98 

投資有価証券の売却による収入 3 12 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

収入 
7 － 

貸付けによる支出 △29 △13 

投資活動によるキャッシュ・フロー △517 △845 
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    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 290 △2,220 

長期借入金の返済による支出 △167 △176 

自己株式の処分による収入 67 1,046 

自己株式の取得による支出 － △0 

子会社の自己株式の取得による支出 △3 △0 

配当金の支払額 △40 △48 

財務活動によるキャッシュ・フロー 146 △1,398 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △6 0 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △10 273 

現金及び現金同等物の期首残高 589 1,292 

現金及び現金同等物の四半期末残高 578 1,565 

 

- 9 -

株式会社ＣＫサンエツ（5757）平成28年3月期　第2四半期決算短信



（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円） 

  伸銅 精密部品 配管・鍍金 合計 

売上高        

外部顧客への売上高 25,220 2,093 3,840 31,153 

セグメント間の内部売上高又は

振替高 
1,793 214 0 2,007 

計 27,013 2,307 3,840 33,161 

セグメント利益又は損失（△） 1,290 41 △65 1,266 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 1,266

セグメント間取引消去 164

全社費用 △104

四半期連結損益計算書の営業利益 1,326
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円） 

  伸銅 精密部品 配管・鍍金 合計 

売上高        

外部顧客への売上高 29,984 1,854 3,664 35,503 

セグメント間の内部売上高又は

振替高 
1,756 30 0 1,787 

計 31,741 1,884 3,665 37,291 

セグメント利益 719 43 136 899 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 899

セグメント間取引消去 181

全社費用 △106

四半期連結損益計算書の営業利益 975

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 （会計方針の変更）に記載のとおり、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年

９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第

22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業

会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期

間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として

計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しておりま

す。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定

による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映

させる方法に変更しております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)

及び事業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の

期首時点から将来にわたって適用しております。この変更に伴う影響は軽微であります。

 

（耐用年数の変更） 

 （会計上の見積りの変更）に記載のとおり、連結子会社である日本伸銅株式会社は、第１四半期連結会

計期間より、機械及び装置の耐用年数を変更しております。

 この変更は、日本伸銅株式会社が連結子会社となったことを契機に、同種かつ同一条件下で使用される

機械及び装置について、経済的使用年数、設備の修繕、更新サイクル等を総合的に勘案し、生産実態に応

じた耐用年数に見直すものであります。

 この変更により、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間のセグメント利益が、

「伸銅」セグメントで141百万円減少しております。
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